
加速器法による14C･年代測定と花粉分析によるブナ .ミズナラ･ハンノキ ･エゾマツ

移住の時代 一南サハリンの泥炭堆積とコナラ属,神仙沼の新しい針葉樹と川端の

Mpfa3i軒Fの針葉樹,狩場Iljの 古̀いブデ ,石狩低地帯美Fl川の 新̀しいハンノキ'

と南芋川の 古̀いハンノキ'-

星野フサ (札幌静修高).中村俊夫 (名古屋大学年代測定資料研究センタトー)

調査地点

南サハリンの調査地点はLll,北海道内の調査地点は図2に示すO北海道内5調査地

点の緯度経度を表1に示す｡

方法

採取した試料を10%KOH-Hトアセトリシス処理の順に花粉分析を行なったOツァイス

のルー--チン用ハイグレイド顕微鏡アキシオスコ--プに微分干渉装置をはめ1000倍で花粉

を同定し,花粉ダイアグラムを作製した｡このグラフ上で,花粉化石が急激に変化する

点を加速器法で14(,/年代測定を行なったO

I,両サハリンでの泥炭の堆碩開始とコナラ属

試料を採取したススヤ川河口付近の現存植生は,グイマツの高木は多いものの個体

数は少なく,シラカンパ,ハンノキが優勢である (矢野ほか,1992)0

ここでの花粉分析結果の一一淵は 加速器法によるコナラ属 (Quercus一一ミズナラ)最大

檀-泥炭堆積開始期の14cJ年代を図3に示すC花粉ダイアグラムに表されたグイマツ

(Lar.再,.)は,不連続ではあるが少量下部より産出し最上部で最大となる｡この結果,

グイマツは地質的に新しい時期に勢力を増大させたとわかる｡

暗灰色シル ト層は有孔虫の遺骸を含む｡この海が後退した後に泥炭が堆積を開始し

この頃コナラ属 (ミズナラ)は最大値の20%となる.その年代は 5,530±39Oy.B,P.

(NUTA｣廿84)であったo

後氷期の約60()0年前に,現在よりも平均気温が2-5oC高いクライマナック･オプテ
ィマムCHmaticoptimum(気候最適期)といわれる世界的な高温期があり,それをは

さんで前後3000年にわたる後氷期高温期 (ヒブシサ ー 一一マルhypsitbermal)がある (新

堀,198L8)O

ススヤ川河口における,有孔虫 (海)の上阪 (最後)でミズナラ杯が最大となりそ

の年代が5,530±390y.B.ド.であった｡ここでの海退と植生の関係の年代がわかったこ

とば今後CHmaticoptimumを検討する基礎資料となろうo
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図1 両サハリンにおける試料採取地点
(矢野ほかIfj(J2)
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表 l

-202-

2.5力,二 川
2.5万, 川 端
2.5万, 千 歳
2.5万,質 老
2.5万,チセヌプリ



TD/753

>

言

上

丁

〕

i

土

手

}
｣ゴ

キ

ー㌔

喜

.
享

子

町

はC
>′
tヽ

･
軋

･

I.
2

1

3

020 413% 0 20 40 12 8

闇 peat琵詔 PeatyClayEヨ Sllt 喜王がa皿d

図3 ススヤでの樹木花粉ダイアグラムの一部

星野ほか,1002に: 部加筆

＼

試

料

番

号
＼
＼

＼

､

＼
爪
Y
.汁

＼

d
74
9
/

工

T
IJt
コ
.1
コ
)∃
T
f

5
3
1
9
ー
5
3
1

1･1
1

■.1

.

J
.
.
:

.=':':I:'::.I.I.

.'='-
'=-:'==
':

.iTTT
Tl･コ
ヨ

｢1丁
十
0硝哨㌔■刀｢硝鴫 20 40 60%

ィ一2.550±】00y.8P
(Nt]TA-34711

+ 3.220±130y.也.P
tNuTi-3456】

Legend

図4 神仙沼での樹木花粉ダイアグラムの一部

星野ほか,1994に -一部加筆

蛋表 peal 窃 peaty cla,

⊂コ sand ≡い sh 瓦 Graye･

喜∃ clay
±===二⊥

.Sam)p]eforpoHenanalJses

-203-



日,神仙沼の針葉樹とMpfa3直下の針葉樹

ニセコ連峰の西部に神仙沼がある｡この沼には針葉樹が神秘的に存在し,花粉分析

をおこなった結果,アカエゾマツが神仙沼に到着したのは極最近であると報告した

(星野ほか,1994)｡しかし,加速器法による14C測定の結果,アカエゾマツ (Picea)

の到着は2,550±100y.a.P.(NUTA-3471),トドマツ(Abies)の出現期は3,220±130y.

ち.P.(NUTA-3456)に近い (図4)と解明された｡この2つの年代は,765mの高地で

Climaticoptimum後の寒冷化の中でトドマツ到着後約670年経過後アカエゾマツが移住

したことを示す｡アカエゾマツ到着後の堆積物はあまりない｡これは神仙沼の形成過

程ならびに複数地点での花粉分析の必要性を示す｡

川端での花粉分析結果は,Mpfa3(鵡川降下軽石堆積物3-春日井ほか1980)の直下

に針葉樹がみられる (矢野 ･星野,1990).これらのプレパラートを再検鏡した結果

を図5に示す｡Aara2(Toya)火山灰の下部でハンノキの80%近い連続出現がみられる｡

そこでのMpra3直下の加速器法による14C測定結果は,>48,400y.ち.P.(NUTA-2186)

であった｡Mpra3直下は トウヒ属 (Picea)が優勢で80%を越える部分もある｡寒冷種

のグイマツと温暖種のスギ (Cryptomeria)が少量出現しそのうえ両者の増加傾向にや

や一致がみられる｡また,ここではブナ (Fagus)やミズナラは見られない｡ここ-川端

での針葉樹は,神仙沼の針葉樹と比べ非常に立派で､神仙沼と共通点はない｡Aara2

(Toya)火山灰の下郡で産出するハンノキを後述する酸素同位帯ステ-ジ5eとすれば

ここでの針葉樹は最終氷期前半の5万年前-9万年前の植生を反映していることになる｡

日高山脈のポロシリ氷期 (小野 ･五十嵐,1991)の植生を反映しているかもしれない｡

III, 狩場山の 古̀いブナ'

ブナは,青森からおよそ5000年前に函館北部に上陸し,北上を続け350年ほど前に黒

松内低地帯に到着した (小噂ほか1994)と考えられてきた｡しかし,狩場山東部地域の

8地点で詳細な花粉分析を行なった結果,f地点では10%を越えるブナ花粉の連続出現が

みられた (図6)｡このブナ花粉連続出現上部の加速器法による14C年代測定の結果揺,

6,590±100y.B.P.(NUTA13455)であった｡したがっておよそ6700年前以前にブナ林が

狩場山東部地域に存在しjtことになるO

佐々木 (1981)は,ブナ花粉が5%になる時点でその地域がブナ帯にはいったと考え

た｡寿都の下湯別の表土ではブナ花粉は出現しない (星野未公表)｡矢野牧夫氏に提

供された蘭越と名駒の中間での表土では,ブナ花粉はわずか2%でる (星野未公表)｡

したがって,f地点の6700年前以前のブナ林の存在は確実である｡このブナ花粉が10%

前後のパッチ状の小集団のブナ林を 古̀いブナ林'と呼ぶこととしたい｡このブナ林は,

r地点の北東2.1kmの所 (g地点)や大平沼の地下にも存在したことが花粉分析からわか

った (星野ほか,】995)0
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矢野･星野.
1990を再検鋭

凡例は図上1に同じ
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g地点の 古̀いブナ林'はブナ花粉連続産出深度からみて氷河時代を生き延びた可能性

があり,年代測定中である.氷河時代のE]本海の海況と渡島半島最高峰の狩場Lhの存在が

古̀い ブナ林'を生き続けさせたのかもしれない｡

lV, 美 川々上流部の 新̀しいハンノキ'と南学田の 古̀いハンノキ'

石狩平野南郡の美々川上流部の現存植生は,ハンノキ,ヤチタモが低地の湿潤度

に応じて生育し,斜面や台地は,ミズナラ,コナラ林が主体で針葉樹の人工林もみら

れる｡ C･(_-,での B̀-4'孔の地質,火山灰,加速器法による14C年代と花粉分析結果を

報告した (大森ほか1992)｡下位のミズナラ休にハンノキ (Alnus)が進入した時期は,

加速器法による14C年代測定で1,710±110y.B.P.(NUTA-1627)であった (図7)｡この

1710y.B.P.以降のハンノ牛を 新̀しいハンノキ'と命名したい｡なお, B̀-4'孔の

試料番号24にみられるトウヒはブロックで上流より流下したものが堆積したとものであ

ることが花粉胞子構成よりわかった｡

また,南学田のハンノキ (星野ほか,1986)の消滅期の加速器法による14C年代は,

>50,220y.B.P.(NUTA-2185)であった (図8)｡このハンノキはスギやブナを散点的に

ともなう点で 新̀しいハンノキ'とは異なり現在より温暖な気候下に存在したと推定され

る｡このハンノキを 古̀いハンノキ'と呼ぶこととする｡ 古̀いハンノキ の̀上位に

Mpfa3火山灰があるO川端ではAara2(Toya)の下位にハンノキの多い層が存在している

が､これと南宇田の 古̀いハンノキ は̀同じ時期のもので酸素同位帯ステ-一一ジ5eの温暖

期にあたると考えられる｡

おわりに

樺太でl地点と北海道内5地点で花粉分析によりマ---クした点での加速器質量分析計

による時代判定に基ずく植生論述を行なったoボーリングコアから採取した試料

は少量で14C年代測定が不可能な炭質物の量であることが多い｡ここで得られた年代は,

今後最終氷期前半期以降の植生を詳細に解析するに際し役立つと考えられる｡
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協力者いただいた多くの方々に深謝する次第である｡
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Theaきざe Of the plant's migration s b y 14C datingwith accelerator mass

spectrome try and by poH en diagram' s chang ing point in Late Plei s tocen e

Fusall｡shino(SapporoSeishuHighSchool)

ToshioNakanura(Dat､ingandMaterialsResearchCenter)

lnsouthSakhalin,therewereforaminiferainthesiHwhenthesearoseup

beforetheclimaticoptimum.TheforaminHerafossHscast'sdisappeared

in5,33O±39Oy.臥l一.,whentherewasamaximumofQuercuJ nearthesea.After

theclimaticoptimum.CUercu∫decreasedgradually,butZdr/'x increased.

AtShinsennumaswampinHokkaido, thereis asmallforestofconifer./4b/'cs

migratedin 3,22O±13Oy.a.I-.and/1cc3 migratedafter2,550±1OOy.B.I)‥

These changesshowadecreaseintemperatureaftertheclimaticoptimum.

AtKawabataofcenter(】rlshikarilowland ,/1cca Wasdominantbeneath

的pfa3ash.andtherewereonlyafewJdr/'xandと7rj,p/omcr/'3.Theconifer'sage

isahout5O,OOOへgO,OOOy.B.1).accordingtothe14Cdatingandash.rrheconifer

atShinscnnumawasdifferentfromtheconiferbeneathMpfa3ash.TheconHer

beneathlWpra3ashmayhavemigratedduringthelIoroshiriiceageonHidaka

mountainrange.OntheeasternpartofMt.Karibayama,thereweresmallbeech

forestsbefore6,700y.B.P.Thisbeechmayhaveexistedsincetheiceage

because Mt.Karibayamashelteredthecoldwind.

Inthesouthernpartorlshikarilowland,thereareboreholeor B̀-4'.

SurroundingtheactualvegetaHonsare.4/RUSandノシTdX/'PHS,Whichgrowonlow

land,andCucrcus,whichgrovsonhHls.InmiddleHolocene, Cucrcu∫grewon

hillsandlowland.After1710±110y.B.㍗.A/Pusmigratedtotheseareas.The

authorswanttocallthis 1̀1eW′才/nu5'.lnthecenterofthelshikarilow

landthereisasitecalledMinamigakuden.TherewasanAlderforest

>5O,22Oy.B.I)Hwhichhadonlyarevt7rJ,P/OmCrJ'dandbeechforestbecausethe

climatevaswarmerthanpresent.Theageorthe九lderforestis

Oxygen-isotopestage5e,becausethis`oldAlnusIforestexistedunderthe

-lloyaash.
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